
講義では、過去の災害から分かったことや、その教訓を活かした第八支会の取り組

み、そしてこれからのことなどを学びました。

講座の中盤では、各自ご自宅の間取りを書いてもらい、家の危険な箇所を確認し、対

策を考えるように指導されてました。

また、終盤には、各自ご自宅から避難場所までの経路を書いていただき、避難経路の

確認を行い、参加されたみなさんは熱心に受講されていました。

最後に、「防災対策は、自助、共助、公助、近所」、「助けてもらう人にならないでくだ

さい」という講師の言葉がとても印象に残りました。

令和７年８月２８日（木）に福祉センターにて第八支会防災士・東青梅老壮大学副学長

の野崎康嗣（のざきやすし）氏による、「防災対策・隣近所の助け合い」講座を開催しま

した。

今回は公開講座ということで、学長以下老壮大学の学生が４１名のほかに、一般参加者

が８名で合計４９名もの多くの方が真夏の大変暑い中参加しました。

▲ 野 崎 講 師


